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大学と公立学校(津覇小)との連携を活かした教育実践研究

一教師同士の学び合い、高め合う授業づくりをめざして一

玉城きみ子* 喜納裕子*場 我如古綾乃**

A Study of Developing Pupils' Peer Work in the 

Classroom Based on the Cooperative Work with Public 

School Teachers at Tsuha Elementary School 

Kimiko T AMAKI* Hir叫{oKINA料 AyanoGANEKO紳

1.はじめに これらの趣旨のもと、現在、 60名のスタッフ

本学の教育学部では、地域の学校との共同研 が公立学校の要請に応じて学校現場に出かけて

究、授業づくり等の学校支援が行われ、地域連 いる。とりわけ、本学が包括連携を結ぶ中城村

携が推進されている。その代表的な取り組みに の「とよむネットJ(中城村教育委員会)や教

「アドバイザリースタッフ派遣事業Jがあり、 育学部が連携協定を結ぶNARAEネット(那

開始から今年で3年目になる。 覇市立教育研究所)・はごろもネット(宜野湾

市立教育研究所)・ずみネット(宮古島市立教

(1 )アドバイザリースタッフ派遣事業とは 育研究所)、そして石垣市教育委員会・竹富町

この事業の主な趣旨としては、下記の4つが 教育委員会とは、附属教育実践総合センターの

掲げられている。 地域連携事業部門が窓口となり、それぞれが共

① 大学と地域社会が連携することで、大学の 同して地域の教育課題に取り組んでいるところ

先見的な研究活動の成果を地域に還元する。 である。

② 学校教育現場の様々な教育課題を把握・

理解し、その解決に向けて地域の要請に (2) 中城村教育委員会『とよむネットJとの関

応える。 わり

③ この活動で得られた知見や情報をもとに 中城村教育委員会との「とよむネットj は、

更なる研究を進め、より質の高い教員養 平成24年2月に連携協定を結び、本学部と村内

成の実現に生かす。 の学校教育現場では様々な取り組みが積極的に

④ 教員の生涯を通じての資質・能力の向上 行われている。例えば、中城村小中合同授業研

に資するべく新たな研修のあり方を追求 究会では、大学教員が共同研究者として授業づ

する。 くりから関わり、当日は多くの大学の教員や学
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生が参加した。また、中城村教育委員会主催に

よる、川嶋環先生の介入授業や授業研究会に学

生と共に参加する機会を得た。この他にも、中

城中学校3年生がキャリア教育の一環として本

学を訪れ、施設の見学のみならず、大学教員の

授業を受けている。また、教育委員会主催の研

修会に本学教員が講師として出向くなど、教育

委員会と大学が共に学ぶ機会を創出し、大学と

学校教育現場の交流が進み、互いの関係性を強

めている。その中にあって、全国的な課題とさ

れる学校教員の資質向上に係る当面の改善方策

として、本研究では、校内研究会の活性化を目

的とし、具体的には国語科授業のづくりとして、

「教師同士が学び合い、高め合う授業づくりを

めざしてJ、教員の一人ひとりの資質向上に向

けての方策を探ることとした。

(3) 中城村立津覇小学校との関わりについて

津覇小では、低学年、中学年、高学年の校内

全体研究授業の教材研究段階から授業づくりま

で、大学教員が年間を通して関わり、学校現場

の教職員と共に学び合い、高め合う仲間の一人

として共同研究は進められた。また、研究授業

の際には、学校教員養成課程の学生も参加し、

学校現場での体験の機会の充実等を目指したカ

リキュラムの可能性も追究した。学校教育現場

の教職員から学ぶことはとても大きく、新鮮な

情報や講義に活かせる取り組みをはじめ、貴重

な資料等の提供も受けることができ、実際に学

校教員養成カリキュラムの改善に活かすことが

できた 1。

本稿では、津覇小の校内研究を通して、「教

師同土が学び合い、高め合う授業づくりをめざ

してJで取り組んだ経験を、学校長、研究主任

と共にテーマに沿って記述していきたい。

1筆者間人としては、 38年間の教職生活を通し、教
員の授業力向上を大きな課題として取り組んでき
たが、『教師同士の学び合い、高め合う授業とは?J
の課題を抱えたまま現在に至っている。大学に勤
めるようになり、学校現場を外側から見る機会に
恵まれ、特に津樹小の教師と関わり、「教師同士が
学び合い・高め合う授業づくりJについて、じっ
くり取り組むことができたことで、大学と学校教
育現場との共同のあり方を再考する機会となった。

2. 大学との連携を図った校内研究の取
り組みについて

大学が公立学校と校内研究で連携を始めるに

当たっては、学校長の経営ビジョンの下、それ

に従って進めていくことが重要になる。また、

学校経営ビジョンと校内研究体制づくりから琉

球大学と関わることになった経緯について校長

の考えを述べる。

(1) 平成24年度の学校経営と校内研究のつながり

① 学校長の学校経営ビジョンから

津覇小は、「生命や安全の確保、よさや可能

性の最大伸長Jの学校経営ビジョンの下、「常

に学ぶ主体である児童の立場に視点を当てるJ

ことを基本にし、子ども一人一人の生命や安全

の確保とよさや可能性を最大限に伸長すること

を期して、教育活動を展開している。

その具現化のために、「学校は組織体であるJ

「教育の根本は授業力にあるJを基本に、「授業

改善Jを学校経営の中核に据え、今年度の重点

目標を「確かな学力の向上Jr豊かな心、健や
かな体の育成Jr教職員の授業力・実践力の向

上Jを設定した。

そのために、全職員が一枚岩となって、連携・

協働体制で組織的かつ機能的に職務遂行をし、

学校力、教師力を高め、子ども逮の「生きる力J

の育成に努めることが重要であると考える。

一方、教職員の専門性、人間性を磨く等の資

質能力の向上のために、校長が教職員と共に学

ぶ姿勢を持つことを大切にし、日々の授業や校

内研究等での検証授業等で、具体的な授業観察

や助言の観点を持って臨み、職員の実践を認め

賞賛しつつ、時には、課題を明確にできるよう

に努めるようにしている。

(2) 校内研究体制づくりと琉球大学との関わり

について

校内研究体制づくりで重要なのは、「組織とし

ての授業力の向上、授業力のある教師をいかに

育てるかjである。そのために、授業力の重要な

観点である「深い教材理解Jr確かな指導法jに

基づき「子どもの変容する姿Jを目標に授業改
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善に努めることが重要になる。そうすれば、教

師の授業力が向上すると共に、子どもの学習の

理解・定着が図られると考えるからである。

① 四者会:校長、教頭、教務、研究主任

校長の教師の授業力向上への思いを伝える場

② 学力向上・校内研究推進委員会(校長、

教頭、教務・研究主任、研究剛主任、学年

主任)

校長の思いを教師の授業力をつけたい思いに

変え、課題、課題解決のための共有化、研究推

進についての共有化を図る場

③全体研究会、学年部会

子どもの変容を図るための協働実践、工夫改

善する場

④琉球大学との関わり

本年は、教職員の授業力向上のため、中城村

教委が提携している琉球大学(とよむネット)

の担当教員の指導助言を仰ぐことにした。特に

授業力の4つの観点(豊かな子ども理解、深い

教材理解、確かな指導法、高まり合う学習集団)

のうち、「深い教材理解Jr確かな指導法Jの具
体的手だての指導を仰ぎ授業力向上に資するこ

とを期待した。

⑤授業力がある教師を育てる津覇小校内研

修3段階

・確かめ合い(主に 1学期)

基礎研修(県外講師による師範授業・授

業研究会、校種関連携研修)

・高め合い (2学期)

検証授業(琉球大学教育学部教員による

校内研における授業研究会、校種間連携

授業)

・深め合い (3学期)

発展研究(校内研教科以外の授業研究会)

⑥校内研修と関連する書く力をつける学習

本校の琉球大学教育学部との連携による国

語科を中心にした授業力の捉えや4つの視点

については、本稿最後の添付資料を参照頂き

たい。

3.津覇小の日々の出来事から

(1) 教師が共に学び合い、高め合う授業づくり

は「当たり前Jの取組の中に

津覇小と大学が共同研究するにあたり、教師

の授業力の向上を第一に掲げながら、教師同士

が共に学び合い、高め合う授業づくりを目指し

ていきたいと考えた。そのために、日々の授業

実践の連続の上に校内研究授業を位置づけた。

そして、結果として子どもたちが確実に変容し

ていくことをめざした。このことは、誰でも知っ

ている当たり前のことだが、当たり前のことが

なかなかできないのが現状である。文科省や県、

市町村の指定研究校をひき受ければ成果は確実

に出るが、継続していくかというと必ずしもそ

うでない場合がある。研究校の期間が過ぎると、

その成果が色あせていくのは隠せない事実であ

り、どうにかしたいというあせりが出てくる。

ただ、指定研究校でなくとも、「教師同士が当

たり前に互いに学び合い、高め合う関係性を築

き、いくつかの要件が揃えば授業力は確実に向

上するし、児童生徒の学力も向上する」そのこ

とをどの教師も理解していると思う。

ところで、この一年間、津覇小に出向く回数

が増えるにつれて、驚きにも似た「当たり前jの

事実に出会っている。津覇小にとっては、日々

の何気ない出来事だと思うが、その中にこそ

「教師同土の大事な学び合い、高め合う関係性が

生まれ、いくつかの学び合い、高め合う授業づ

くりの要件等が含まれているJことを発見した。

ここでは、まず津覇小と共同研究を進める中

で感じたことを5つ紹介する。さらに、津覇小

の実際の活動やアンケート・諸調査等の結果、

児童の作品等を通して見えてきた「教師同士の

関係性のあり方や授業づくりの要件Jについて

記したい。

-3-



(2) 外側から見た津覇小の事実

① 教師全員で学ぶ教材研究の仕方

まずひとつ目であるが、 4月13日に第1回目

の教材研究会が津制小で行われた。知3学年の

教師対象で、 3~4 名程度の参加古を想定して

いたが、そこには10名余の教師がおり‘時間に

なるとどんどん地えて、結果として学校長をは

じめ20名近くの参加告となった。当初、頭をつ

きあわせて4名程度で教材研究をするつもりで

いたので、資料も準備していなかったし、 20名

近い教師集団を前にして慌ててしまった。ちょっ

とした純きであったが、そこに 「学ぼう、学び

たいという教師のJ'Lil年な姿勢Jを目の当たりに

した。若い教師だけでなくベテランの域に入っ

た教師が多いのにも飽いた。ベテランの教師に

は、 「わかりきったことでつまらないはずです

よJと前もって話したが、どの教師liもj詰後まで

熱心に参加して下さった。ノートや教科書で説

明しよう思っていたことを黒板に切り替えた。

まるで教材研究の模擬段業をしている拶囲気で

あった。取り上げた光村図書3年上の説明文教

材 「ありの行:)iIJJがこんなに素晴らしい教材で

あることを私自身も初めて知った教材研究会で

あった。なぜか、不思議なくらいとても充実し

た気分だった。その後も教師が教材に対崎し、

各学年とも「この教材で子どもにどんな読みの

力を付け、これをどのように書く力に鍛げてい

くかJという地道な教材研究会が繰り返し行わ

れた。

【教材研究会の様子】

‘K 

ね。私のできることは職員からの要望を紫ぐこ

とですので、 I11し訳ないのですがお願いできま

すか。Jという内科であった。謙虚なお人柄と

i段以を思う熱心な気持ちがひしひしと伝わって

くる。なぜか電話の向こうの校長先生の学校で

の係予が見えてくるような気がした。 トップダ

ウンで、職員に要求することよりも臓員の要望

や意欲等に誠実に向き合って対応することに重

きを白かれていることが予想されたが、実際に

学校を訪問してみると、その予想は見事的中し

ていた。

③ 研究主任のリーダーシップの取り方

三つ目であるが、研究主任のリーダーシップ

の取り方である。毎回の研究の概要を丁寧に記

録し、成果と課題を明確にした研究通信を継続

して出しているのである。(詳しくは、後ほど

活動の実際で紹介していきたい。)学年の教材

研究会にも毎日参加し、その時の研究の内容や

機子を記録することに余念がない。?止に学年の

先生方を引き立てる役目に徹しておられる。授

業研究会においても決して出しゃばることなく、

その時の綬業学年や他学年の教師が全面に出て

いる。しかし大事な所では、ご自分の考えをしっ

かり述べておられる。教師集団をぐいぐい引っ

強るというよりは、授業研究会を有意義なもの

にするための探境づくりに心配りをし、その時、

その場のリーダーの役目を独り内めせず、各学

年にバトンを渡している。校長、教頭、研究主

任とも要所で発言し、それ以外は、 l隊員を温か

く凡守り育てる立場に徹していることが手にと

るように分かる。リーダーが控えめに振る舞っ

ている側で、他の先生方の活発な話し合いが続

いている。

④ 学校がIJWかれるは教職員の心が1Jf1かれる

こと

凶つ目であるが、外部の者が度々学校へ足を

②教臓員の要望に誠実に向き合う校長 迎んでいると、少し気後れをすることがある。

二つnの心に残っている出来事は、大学への しかし、毎回のように変わらぬ笑顔で教職日や

正式な要請の前に学校長から釘ー回のように必ず rどもたちが対応して下さるのである。 それは、
電話が入ることである。それは、「すみません とても婚しいことで「今回もまた、一緒に学べ



るJという気分になる。学校が開かれるという

ことは、教職員の心が聞かれていることを言う

んだなということを実感するひとときでもある。

同時に素直な気持ちで学びたい、向上したいと

いう教職員の思いが一人一人の表情から伝わっ

てくる。毎回出される課題が、一般的なものか

ら具体的なものになり、やがて専門的なものに

まで及び、いずれも日々の実践の中から出て来

た課題であり、講師として扱われている筆者も

必死な思いで勉強しないと追いついていけない。

津覇小の教職員と夢中で関わっているうちにい

つのまにか津覇小の教職員になりきっているの

である。不思議な現象が度々起こったのである。

⑤ 授業研究会での同僚の見事な発言

五つ目は、授業研究会での教師同士の話し合

いの様子である。授業者にベテランの域に達し

た教師が多い。学年の教師間の連携が良くとれ

ていて、いつも良い授業をして下さる。しかし、

ベテランと言えども課題のない授業はない。教

師同士の授業参観の視点が子どもの実態に向つ

4.津覇小研究活動の実際

ているので、授業者が誰であろうと校内研究の

テーマに基づいて、子どもに書く力がついたの

かどうかを基に厳しい発言も度々でてくる。指

導助言者は、授業者に気遣いながらどのように

指導助言していけばよいかと迷う時がある。

しかし、同僚は、分かりやすく、そのことに

ついてずばりと指摘してくる。授業者へのご苦

労様の気持ちを兼ねながら次時の授業をきちん

と見据えている。同僚だからこそ気兼ねなく言

える見事な発言である。何でも言い合える雰囲

気なので授業を批評する力もかなり高く、授業

研究会が活性化しいつも有意義である。終えた

後の爽快感は何とも言えない。いつも笑いの絶

えない授業研究会でもある。いったいこれは何

だろう。不思議な気分になるひとときである。

以上の五つの事実は、学校の外側から客観的

に見て筆者が感じたことである。おそらく他の

人も同じように感じることだと思う。この中の

何がお互いの関係性を強め「学び合い、高め合

う授業づくりための大事な要件Jとなっている

のかを検証していきたい。

(1 ) 児童の論理的に書く力を高めるための授業 改善に向けた取組

① 書くことにつなげる読みの教材研究

津覇小では、児童主体の授業づくりをめざして、まず、教師自身が教材文を視写し、書き込みを

行っている。子どもが一入学びで行うことを教師がまず実践している。そうすることで筆者の息づ

かいを感じ、この教材で培うことができる力は何かを明らかにしているのである。書く活動につな

げる読みだからこそ読み取りをしっかり行い、書く活動につなげていきたいという教師の願いがあ

る。また、子どもが瞭きやすい所や疑問・課題が出そうなところに前もってチェックを入れ、書き

込みをしている。キーワードとなる言葉等には、発問を書き込みし、学級の何名かの児童の反応ま

で予測している。

さらに、作者の物の見方や考え方、文章構成、表現の工夫等を教師自身の力でまず明らかにして

いる。これは、書く活動につなげていくための教師の基礎作業でもある。この作業をくぐり抜ける

ことで、児童の実態に応じた表現の型が見えてくるのである。(後ほど表現の型を基にして教師自

身が開発したワークシートを紹介したい。)これまで、最初に手にしてきた指導書や赤本は、教材

研究の最後に目を通す。あくまでも参考にする程度である。指導書や赤本に頼らず、悪戦苦闘しな

がらも教師自身の力で目の前の子どもたちにどのような指導をしていくかを生み出す喜びを感じる

ことが授業力を伸ばす近道だと捉えている。次ページのノートは、教師自身が6年の教材「鳥獣戯

画を読むJを視写し、それに書き込みをした一部分である。このような作業を多くの教師が行って

いる。誰かに「やらされているJのではなく主体的に行っている。
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【教師の視写と書き込み】

教材研究はここで終りではなく、書き込みを基にどう指導していくかなど、いろいろとノートに

メモしている。指導案づくりまでは、このようなアナログ的な作業が続いていくのである。

【教材研究ノート】

指導案を作成し、授業をしながらも教師の教材解釈はまだまだ続いている。このような教材研究

の仕方から重要なことが見えてくる。まず、自の前の子どもたちに対して「こう育って欲しいJ

「こんなことが出来る子になって欲しいJという教師の願いが明確に見えてくる。この願いを教師

集団で共有しているからこそ、教材研究会に自主的に大勢の教師が参加するのである。また、教師

自らが自分の課題と真撃に向き合っている。

-6-



②教師の授業反省から

津覇小では、教師自身の授業反省を週案に丁寧に記録している。その記録を見ると教師の変化が

はっきりと浮かび上がってくる。

【津覇小学校平成24年度週案より抜粋】

校内研の授業まで一週間前であるが、きみ子先生を招いて授業参観をしてもらった。「読みJ

から「書くJへの研究なので、助言してもらうには「読みJの部分をもっと研究すべきではと考

えた。私自身読みを深める方法を手探りで行っていたため、あまり深めることのできない授業に

なってしまったが、助言を頂いたお除で次の課題が見つかった。次時より当日の本時まで助言を

いかしてさらに読み深められる授業をめざしたい。(以下省略)。
「鳥獣戯画を読むJの内容に入ったが、授業をしながらつくづく読み深めることの難しさを改

めて知った。おさえるべき所に時間をかけることや子どもの意見を大切にすることなど。慣れず

に時間がかかりすぎた点もあるが、進めるうちに何かが少しずつ見えてきた気がする。

子どもの読みを進めていく中で私自身の読みも深めることが出来、国語学習の楽しさを感じて

いる自分を発見した。自分史上凄いことだ!!。
授業後、色々考えた。子どもの思考によりそうことが一番だとの結論に達した。色々言われた

が・・・((̂ 二))夏休みからの6学年の成長と授業の成長を思うと大満足の内容であったと自負し

ている。しかし、課題はっきないので次回の授業でどう組み立てていくかが重要だと思う。最後

までしっかりやっていきたい。 。
国語の校内研究のまとめに入る。授業参観日を利用して作文鑑賞会を親も一緒に行った。大人

も「高度だJr難しいねJとびっくりしていた。友達の文章を評価する。評価を受け、次に生か
すことは、良い経験だし文章力をつけるのに良い方法だと思う。

このように、教師は自分自身の授業を常に振り返りながら、一時間一時間の授業に命をかけ子ど

もの成長につなげているのである。何よりも教師自身が国語の授業づくりの楽しさを発見している。

「自分史上凄いことだ!!Jこの喜びは、子ども達に「読み深めるJことが、しっかり伝わったがゆ

えの感動であろう。教師も子どもと共に成長し、子どもの思考に寄り添うことの大切さや常に課題

に向かつて進んでいく意気込みを教師自身の言葉で述べているのである。

自らの実践を通して授業づくりの変容を自ら感じ取っている。つまり、授業の楽しさ、面白さ、

魅力に気づき、手応えを感じているのである。また、このような教師の成長の足跡をしっかり認め、

全職員で喜びを共有する場を校長先生は設定している。

③ 文章構成、筆者の表現の仕方を生かし「書く活動に繋げる表現の型J

これまで述べてきたように、津覇小では教師一人一人が子どもの実態を踏まえその問題点を共有

している。そして、教師自身の課題を見据えて教材研究に取り組んでいる。音読・視写・書き込み

を通して「教材文の文章構成や作者の表現の特徴Jrこの教材の何を書く活動に転移させていけば
良いかJ等を明らかにしている。すると、津覇小の校内研究のテーマである「表現の型Jが見えて

くるのである。
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子どもが読む活動から書く活動に移る際に内容の転移もさることながら、しっかりおさえておく

言葉や作者のものの見方や考え方の表れている文末表現にまで目を向けている。そして、実際に教

材文にある実験等を体験に結びつけたり図書館とつなげたりする方法まで自らのアイディアとして

生み出している。

さらに、他の教科との効果的な関連をしながら書く活動に繋げることも試みている。指導書や赤

本に書かれているから取り入れるというやり方とは質が違う。教師自身が自ら生み出したことに値

打ちがある。表現の型を生かした各学年のワークシートにそれが明確に表われている。

ところで、子どもたちは、中学年にもなれば、作文を書く時の「はじめ、中、おわりj について

はよく知っている。中の部分を詳しく書くことも理解している。

しかし、どんな内容を書くのか、どのような言葉を遣って書くか、教材文の何を転移させるかな

どは、教師の指導力と大きな関わりが出てくる。

「どの子にも書く力をつけるJには、読みの中で学んだことを書くに生かしていく表現の型をワー

クシートに位置付けていくことが必要となる。津覇小教師の開発したオリジナルのワークシートを

紹介していきたい。

④ 表現の型を生かしたオリジナルワークシートで書く力を育む

ここでは、「ありが行列を作るふしぎJの3年生の感想文と、 5年生の「グラフや表を引用して

書こうJの表現の型、 6年生の「鳥獣戯画のJ説明文を紹介したい。

あ
り
が
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列
を
作
る
ふ
し
H
e

三

年

組

名

前

【

【「ありが行列を作るふしぎJ(光村図書3年上:教材名 fありの行列」】
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!l qJ実
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泊んそ文う・‘lLh S刻T 
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たどたどしい文章ではあるが、教材文の中の実験を実際に友達といっしょに試みている。そのこ

とを踏まえ、しかもワークシートの下の欄の「かんそうを書く時、つかってみたい言葉や書き方J

「書く内容J等にも心を配りながら書いている。はじめの文には「ありの行列はいのちをとられな

いようにするためJとあり「終りの文Jでは「ありの行列Jを「こころやいのちをまもるためのぎょ

うれつJと締めくくっている。教師の解釈をはるかに超えたのである。中の文でも実験をした時の

ありの数を正確に記録し、リンゴよりもさとうにありが集まりやすい訳の予想を書いている。科学

的な物の見方や考え方にせまっている。この学習をきっかけに図書館で調べたり、身近な不思議に

興味関心を持って調べたりする力が芽生えてきた。
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左記の表は 51手'-1:::の表現の

型で、グラフや表を引mして
説明文をみくIIj(*I:l.が行われて

いる。「天気を予想、する」の説

明文で学んだことを基にして

I~ 分の日々の「くらL.，J に視点

をあてて自分の意見をまとめ

ている。ここで大切なことは、

自分の考えをm付けるために、
目的にあったj歯切な資料を慌

し、それをもとに説得力のあ

る文なを占くことである。表

現の型で3き方を学んでいる。
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【吹き出し法ワークシー ト (光村図書6年上:ru鳥獣戯画』 を読むJ)】

左記のワークシー トには、

捕かれた蛙や兎ひとつひとつ

に吹き出しがあり、その動き

や全体の織子から児童はイメー

ジを膨らませて会話文を入れ

ている。それを活かして古い

たのが次ページの作文である。

;!?き出しは、会話文から始まっ

ている。最初の臨場感あふれ

る，!tきぶりは、作者の書きぶ

りとよく似ていて、教材文の

続編を思わせる。

また、絵についての批評は

「μ獣戯画を読むJの読み深め

ができているから「ゃく動~\ぷ

があるJr人I:J)くさいJなどの
言-諜を自然に追っている。

らに、読者に興味を持たせる

ためにj拐而を逆にしているこ

とにも目を付けそこにも触れ

ている。大人顔負けの作品に

子どもの可能性の大きさを感

じる。

さ
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津覇小の独自のワークシートを基に3年生、 5年生、 6年生の子どもの作品を見てきたが、教師

の工夫した所にきちんと目を向け、自分の作文に生かしている。このワークシートは、説明文の読

みの教材研究の段階を経て書く活動に繋げる際に教師が改善を重ねながら生み出したものである。

教材観と児童観が結びついている。このような日々の実践の中で、教師は子どもの確実な変容に気

付き、実践に手応えを感じている。そこで、全教師で有効な手立てを出しあっている。

⑤ 教師の<手だてのキーワード>から児童の<変容のキーワード>へ

下記の表は、教師が教材研究段階から授業づくりにおいて行った手立てを出し合い、子どもがど

のように変容していったかを、キーワードでまとめて示したものである。

<手だてのキーワード>
。初発の感想

。説明文の型の学習

。写真と文章が合うように指導

。書き込み(分からない言葉、表現)

。指導事項
(キーワード、接続語、文末表現)

。指導事項の常時掲示(順序を表す言葉、
注意の文、することの文、数や大きさを

示す文)

。学年での教材研究

。表現の型(文章構成のワークシート)

。視写

。
く変容のキーワード>
。学習に対する意欲

。読み取りがスムーズにできた

。文章を詳しく読めた

。読みが深まった
。キーワード、接続語、文末表現に気をつ

けて読むことができた

。言葉の意味の微妙な違いに敏感になった

。作者に対する興味、尊敬の念が高まった

。文章構成が分かつた
。抵抗なく書けた

。意欲的に書けた

。書くことに自信がもてた

このように子どもの変容に手応えを感じた教師集団は、「どんな手立てが子どもに力をつけ、子

どもを変容させる原動力になったのか」を各自が出し合うことで、それを共有し確認し合っている。

そして、ここで満足することなく果たしてどの程度、一人一人の子が書く力を伸ばすことができた

のかを検証していく取組が始まったのである。つまり一人一人の子の個人内評価を行うことを試み

ている。子どもたちの作文の一学期と二学期を比較した時に、どのように書く力が伸びてきたかを

検証したのである。個人内評価を行うことで子ども一人一人の課題に、もう一度向き合うことになっ

た。そして、それが次の手立てを生み出すきっかけになった。
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有効な手立てを共有すると、自然に次の課題が明らかになり、全校的な取組はだんだんと増えて

いく。「表現の型Jにはじまり「作文カルタJr作文ワークJr相互評価シートJr振り返りJなどが
行われている。これは、教師同士で話し合いをしながら教育活動のレベルをあげていったのである。

子どもの可能性の大きさにますます意欲が高まり、次の取組が始まるという素晴らしい相乗効果が

出てきたのである。

誰かに「こうしなさいJと強制されたわけではなく、教師同士が互いに知恵を出し合って生み出

したのである。このような取組だからこそ、全てスムーズに行われていくのである。ここに教師の

主体性、自律性の持つ大きさを実感した。ここで五年生の一人の子の作文 (4月と10月)を紹介し

比較してみることにする。

下:2学期)⑥児童の作品から変容を観る (5年児童の 作文上:ー学期

ここでは、児童の書いた作文から、具体的な変容を確認してみたい。
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題材は変わるが 1学期の始め頃と2学期に書いた作文を比較して見た。学級の殆どの子に成長の

足跡がみられたが、特にこの作文を書いたA子の変容は顕著である。 1学期の初め頃、「入学を祝

う会j について書いた作文には、「そしてJが繰り返し遣われ段落のつながりもままならない状況

である。しかし、書くことの授業改善に取り組み、説明文の読みで学んだ表現の型をしっかりと書

くことに生かしている。段落相互の関係にも気をつけ、まとめに「このように」という接続詞を使

用している。グラフまで取入れて書いている。また、出典まで書けたのは指導の表われである。

⑦ 児童の相互評価活動の導入

全校的な取組のひとつに児童の相互評価活動がある。これまで教師は、子どもたちに書く視点を

与えて書く力を育ててきた。今度は、それを子ども同士が友達の作品を読み合う視点に置き換えて

相互評価していくのである。書きっぱなしにせず、しっかり観点に基づいて友達の作品を評価し合っ

ている。学び合い高まり合う雰囲気ができ、同時に書く力に繋げることができる。また、 1年生か

ら6年生まで各学年の実態に即した評価シートを作成している。全校一斉に行うことで系統的に書

く力を高め、思考力・判断力・表現力の育成に繋がるようにしている。

【1年生の評価シート】

⑧児童の振り返り
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【4年生の評価シート】

ι斗且主.II...i傘ム

左記の絵作文は、 2年生の振り

返りである。自分の書いた作文を

推敵する作業は、どの学校でも行

われているが、津覇小の2年生の

振り返りは少しユニークである。

2年生の児童が自分の書いたお

もちゃの作り方の説明書を校長先

生に読んでもらいアドバイスを受

けている。

それを基により良い説明書にし

ようという意気込みが書かれてい

る。そして実際に説明書を書き直

しに取りかかったのである。
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津廟小では、全校児童が友達同士で相互評価したり、担任以外の先生方にも自分の作品を観て頂

いたりと自分を振り返る機会や取組が日常的に行われている。

子ども逮は、自分の書いたことを振り返ることで、より良いものをめざす習慣が身についている。

また、自分の書いた事に対し賀任を持つことにも気づきはじめている。

⑨ 教師の指導と評価の一体化

津覇小においては、教師も子どもも自分の学んだことに対して、常に振り返りを行う事が当たり

前になっている。そして、それを全員で共有することも当然のことである。ここで、教師が指導と

評価の一体化としてどのような工夫をしてきたかを記していきたい。

教師は、読みとったことを番くことへつなげるため、観点表を活用して作文を評価している。

教師の観点表は、子どもの相互評価の観点と一致している。予め評価規準を設け指導の視点にし、

教師の指導したい観点を子ども同士の相互評価の視点に繋げたのである。そうすることにより教師

も子どもも同じ視点で作文を評価し、課題となる所の共通点を見出し、評価したことを次時の授業

に活かす工夫をしたのである。

なお、作文の評価の観点は、学習指導要領の観点(3)の①の書くことの指導事項をもとに再構成し

たものである。

(2) 校内研究をパックアップしてきたもの

① 「校内研究通信Jでステップアップ

研究主任が毎回出している「校内研究通信Jには、「子どもを変えるために行う校内研修」をキー

ワードとして、児童の実態(課題)が明確に記載されている。また、教材研究会や校内授業研究会

の成果と課題がきめ細かに記されているのである。それを毎回、教師全体で共有するのである。教

師自らが振り返る場であると同時に次の授業へつなげるサイクルが機能しているのである。これこ

そが、校内研究を一歩一歩、前へ進める大きな役目を果たしてきたもののひとつだと捉える。研究

主任のねらいをまとめると以下のようになる。

(校内研究通信のねらい:校内研通信を通して学びを最大限にする〉

教材研究をすることによって、それぞれの学年は研究した教材について多くを学ぶ。今年度は琉

球大学と連携して教材研究や授業研究を行っているので、より多くのことを学ぶことができた。他

の学年は、その学年が研究したことを、学習指導案や授業参観を通して学ぶことになる。授業を参

観するだけでも、多くの学びがある。

しかしながら、全学年の授業を参観できるわけではない。教師全員参加の研究授業は、授業時数

の欠時を作らなければならないため、多くは実施できない。せいぜい、低学年、中学年、高学年の

それぞれ一回実施するのが関の山である。それ以外の学年は、隣学年だけでの授業研究会となる。

せっかく研究し授業を公開しているにもかかわらず、授業を参観できない現状がある。

そこで、校内研通信を発行し、通信を通して、他の学年がどの教材でどのような研究をしている

のか、授業研究会ではどのような話し合いがなされて、授業者や参観者が何を学び取ったのかにつ

いて共有できればと考えた。校内研通信に以下の2つの役割を期待し発行することにした。

ア 取組の確認、情報提供

まず、大きな役割として、校内研究について何をどのような方法で研究するのか、研究テーマや

方法等を教師全員に浸透させるということである。そして、日程の確認や校内研究テーマに関連す

る情報の提供を行い、校内研究が円滑に進められるようにすることである。
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イ 学んだことの共有化・振り返り

上述の役割は、校内研究を円滑に進めるためにはとても重要である。今年度はそれに加えて、校

内研究の中身、つまり校内研究を通しての学びを最大限にしたいと考えた。そのためには、各学年

での学びを他の学年ともできるだけ多く共有する必要がある。そこで、校内研通信を通して多くの

学びを共有したいと考えた。できるだけ多くの学びを拾い上げるために、各学年の教材研究会にお

いて、琉球大学の教員がかかわり指導してくださるときは参加させてもらい、そこでの話をメモし

ていった。そのメモを校内研通信で公開していく。その学年の教師は、自分のメモと校内研通信で

振り返ることができる。また、他学年の教師は、校内研通信を通して、他学年がどのような取組を

して、何を学んだのかが分かる。他学年での学びを「知るJだけではなく、自分の学年の授業研究

にも生かせるようにできればと考えた。他学年の学びを自分の学びにして自分自身の実践に生かし

ていくことが、学びを最大限にするということだと考えている。

また、授業研究会での振り返りも大事にした。本校の授業研究会は、ワークショップ形式を取っ

ており、授業参観後に学年で授業について話し合うことにしている。授業参観の視点として、「授

業仮説の検証Jr子どもの姿(変容)J r教師の手だてJの三つを設けた。その三つの視点で話し合っ
たことを記録してもらい、その後の全体の場で、全員に伝えたいことを取り上げて話してもらう。

しかしながら、授業研究会は時間が限られている。その場で話されることは、各々の教師が学んだ

ことのごく一部である。

そこで、ワークショップで話し合われたことをできる限り伝えるために、ワークショップでの記

録も校内研通信に載せることにした。なお、校内研究通信は、 20号まで出しているが、その一部を

「本稿最後に添付されている②添付資料Jで参照頂きたい。

く綬難。IJ!の視点と具体制〉

穆観の観点 貝体例〈全体協舗で伝えたい内窃を絞って取り上げる)

。》密着韓仮脱の倹m @つけだい力が.手だてによって子どちの学び{蜜fJ)につながったか
。E平価との関連〈巴僚の還成状況〉

。子どもの限舗.思筈過程 。子どものつぶやきや表情

~.=rどちの姿{隻笛} 。E霊祭茜の役げかけに対する子どもの反応
@学営窓欲 なと

。研究主題との関連

計画 (表現の型を過して表現力を高める抱噂計画となコているかどうか)

。指導目線.毅絡解釈.指明m図.1819案
。子どもの反応に対する敏郎の純正巳〈つなぎ.見取り)

'，:'H祖師の手だて @学び合う活勘への手だて
本時の勉@ O発問.説明.泡示司書 0仮8

Oノート.ワークシートの活用
O学習規律に関する箔窃 など

関股
011の段定〈座席.叙只の!IG固など)0潟示物の活用
0叙材・毅呉・資制の使い月など

(2) 教師の姿勢や反省記録にみる授業研究の充実

左記の表は、授業参観の視点

と具体例を示したものである。

これを基にワークショップで

学年の話し合いを行う。学年で

話し合われたことは、全体の授

業研究会で学年の代表者が発表

を行う。学年の代表者だけでな

く、多くの教師が自ら気付いた

ことや感想についても自由の述

べる場も用意されている。

これまでの授業研究は、年に一度の公開授業に向けての短期集中型の取組であった。

今年度は、一年間を通した、学び合う充実した授業研究ができたように思う。その理由のひとつ

に、年度当初に琉球大学と連携して、児童の実態に応じた教材分析のしかたや児童主体の授業づく

りなどを学ぶことで、教師の研究に対する意欲、子どもの力をつける実践をしたいという授業づく

りへの向上心などが高まってきたことがある。

それは、他学年の教材研究会に参加する教師、全体授業を行わない学年の教材研究会で琉球大学

教員から指導を仰ぐ教師、週案に校内研究に関わる反省を書き込む教師などの姿に見てとれる。参

加することや書かせることを強制したのではない。教師自らが自発的に研究に取り組んでいるので

ある。
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また、校内研通信を発行することで、他学年の学びが共有され、その学びを自分の実践に生かし

ている様子があった。例として一人の教諭の週案について取り上げる。直接、琉球大学教員との教

材研究をしていない学年もあったのだが、その学年の教師の週案から、授業研究を通して学んだこ

とや琉球大学教員からの助言をいかした指導についての記入が見られたのである。

今年度の授業研究を通して、本校の教師が、互いに何でも話せる雰囲気の中で互いの課題を共有

し、他学年からも学ぼうとする学び合う教師集団に育ってきたことを実感している。本校の教師は、

もともと学び合う教師集団ではあるが、琉球大学と連携して授業研究を行うことで、学び合いがよ

り深まってきた。そのような教師集団だからこそ、より充実した授業研究となり、教師一人一人も

育っているのだと考える。加えていえば、琉球大学との連携で得た学びをより広げたいと考え、学

び合いを意識して行った授業研究会や、他学年の情報を発信した校内研通信の発行も、充実した授

業研究、学び合う教師集団づくりへの支えになったのではないかと考えている。

①週案の日々の記録から

1I糸ll!Lr.t救肉河(伽将司)も久杭れ7・L紛 ω4期比
の|ア月.iJ1，という科長寸r1と. I 0¥ 4-1)....守費支 Eおっと uいとで'
Z| 小国肉料ど/札地)~説家E更せて杏ç ，，'\.犬 It_'.~)俊民
導|η刊 A れ.そ玖d 札《官ラヘ工夫1l才がおヌふ乏し¥t't制久帆

携えハ

霊1<十週日〉
霊10 研究按聾に向けて学年で毎日、今日の授識の観り返りをし反省点においては蹄り直し、次時の捜携の
め| 打ち合わせを行いながら、指導農の舗肘金レてきた.
座| 控鶏づくりについては、きみ子先生から助曾をいただき、話回活動に広がりがみられるよう措聞を怠
湖fl ..レて鹿聞していった. (難視点をしっかり持。・ていると発問もぶれ，ないとのこと}
車| 研究授農を引を長けたさのみ先生の鮒と三学年が一つに事とまり研究を温めることができたことで
| 児盛に書くカが育ってきている.腺周はまだまだあるが成果もみられた価値ある控内研であった.

-・これ主で取り組んできた佐内研で学んだことを生かして「食パ物はかせになろう』の単元では文

寧構成措臨したワークシートを作成~f>JJ_，，;-:I.，_~Ï.ょこP、吃 い1 抑 S理事が
スムーズに書き進めることができた.晶の時l成~f..，'〓現 ;-i[i1.71i!ft字'J{除毒た.

国語 |・到遣度学力調査に向けての取り組みを過して、融実に文章を庇むカ・臨み取るカがついてきてい
ることが手に取るように分かる"A.B問題からから見えてきた謀題{別紙}については、意践し
て学習の中で取り組んでいきたい.

・膏院や新出漢字、国語辞典を使つての意味飼ペを継続強化する.

(3年Z教諭の週案。研究授業で学んだことを他の単元に生かしている姿が見られる。〉

2学期は、授業の初めに音銃を行るで侵難を過めた.漢字の定着には盤があるが、細カ喝、止めはおむさ番
できる児童が増えた。仕事リーフレツト作りでは、前鞍材の写真をアップとJい-X"で説明するという『表現

国!の型lを利聞して写真の説朋を書かせた.かなり時聞がカ司かった理由として、主語・述簡をはっきりさせた
語i短文を書けなかったり、齢、文を蹄らませることができなかったりしたために書き置しをさせたことの2つ
ーが主に挙げられると思う.今後も文章を書くことを授接持宿題で多く取り入れること、それから4年生らし

い本を多く読むことの継続した指導泊泌痩と考える.

(上記は4年N教諭の週案。児童の実態をもと にした授業計画のもとで授業を進め、関連指導の

必要性に気づいている姿が見られる。)
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(1年K教諭の週案。琉球大学教員の助言を生かして授業を進めている様子が見られる。〉

このような日々の授業の振り返りこそが、自分自身の授業にしっかり向き合うことになる。そし

て、視点が子どもに力を付けるためにどう指導していくかということに向いていて、これこそ「指

導と評価の一体化jへ向けての記録といえる。授業力の向上へ向けて日々進んでいることが手にと

るように分かる。

5.活動の結果
(1 ) 児童の書く事への意識と教師の授業改善にみる活動の結果

① 児童による国語アンケートの結果 ② 教師による授業力診断シートの結果
(回答率 0:以前から意識できている.

回 答 3年 4年 5年 6年 @:意識できるようになった)

. 説明文の授業は楽しかっ
89% 92% 93% 85% 

た・まあまあ楽しかった
授業力4つの視点 0回答率 。回答率

- 文章を書くことが好きに 1豊かな子ども理解 53% 47% 

なった・まあまあ好きに 84% 80% 83% 68% 2深い教材理解 32% 64% 
なった

- 文章の書き方が分かるよ
3確かな指導法 38% 57% 

うになった・まあまあ分 92% 80% 87% 90% 
かるようになった

4高まり合う学習集
47% 53% 

団づくり

① 児童による国語アンケートと②教師による授業力診断シートの結果を踏まえ、津覇小の教師

は、次のように考察している。それを紹介したい。

【考察】①より、多くの児童が、「説明文授業が楽しかったJr書くことが好きになったjと、書くこと
への意欲を高め、「文章の書き方が分かるようになったjと実感していることが伺える。これらの結果
と授業後における教師の書く力の高い評価とを関連させると、児童自身の実感が伴った書く力の高ま
りにつながったと捉えることができる。また②より、教師の授業力4つの視点のうち、特に「深い教
材理解Jr確かな指導法Jへの意識が向上している。教師が今年度、琉球大学との連携によって学んだ、
児童の実態に応じた教材分析(深い教材理解)、児童主体の授業づくりや書く力を高める指導(確かな
指導法)などの授業改善が、児童の書く意欲、帯く力を高めることにつながったと考えられる。

(2) 各学年における書く力の変容の記述式のアンケート

教師は、各学年における書く力の変容について記述式のアンケートで多くのことを述べている。

O 教材の読み取りをしっかり行ったので、自分で説明文を書く時も教科書を見ながら自分の言
葉をあてはめて書くことができていた。

01重要請句Jr使いたい語句J1文末表現J等を掲示することにより文章を書く時や日記の中で
使おうと意識していた。

0児童の思いをもとにした学習を進めることでより理解が深まった。
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文章構成を意識したワークシートを準備し、それに書くことで児童の頭の中が整理されスムー

ズに書き進めることができた

0文型や表現の型を意識して指導したので着実に力がついている。

O体験活動や他教科との関連で書く活動がついてきた。

0お互いの作品を読み合い、友達に評価してもらうことで自信に繋がり意欲的になってきた。

以上、 7点を紹介したが、教師が実感したことは、教師自身がこれまでの実践で力を入れてきた

ことであり、それが結果として子どもたちに表われてきたのである。

このことは、諸調査においても同様な結果となっている。

(3) 諸調査にみる活動の結果

① 説明文単元における作文評価「概ね書けているjの通過率

1年 2年 3年 4年 5年 6年

構
100% 94% 88% 87% 89% 92% 

成

記
82% 92% 92% 83% 98% 82% 

述

構
低学年:事柄の願序に沿って書けているか

成
中学年:段落のまとまりを考えて書けているか

観
高学年:文章全体の構成を考えて書けているか

点
低学年:つながりのある文章が書けているか

言己 中学年:目的に応じた事例を挙げて書けているか

述 高学年:文章表現やグラフ・表を引用して自分の
考えが欝けているか

(4) 大学との連携による感想(記述式)

左記の作文評価では、全学年に

おいても作文への高い評価がみら

れる。このことから教師が互いに

学び合いながら授業研究を重ねる

ことで、「論理的に思考し書く力を

高めるための授業改善Jの成果が

明確に表われたと捉えられる。

また、日常的に書く活動を実践

してきた結果も、子どもの書く力

に大きな影響を与えたと思う。

アンケートや諸調査の中には、「授業力J自己診断テスト(自由記述)で、大学との連携につい

て、津覇小の教師が率直に感じたことを記している。教師の記述のままを紹介したい。

0教材研究のしかたを学ぶことができた。
0指導書を見ないで自分の力で教材研究をすること、それから子どもたちの感想から課題を設定

することなどを学びました。

0教材研究を行う際には、指導書を見ずに、まずは自分なりの計画を立てることで、教師自身の

思考を固めてしまわないようにすること。

0指導書に頼るのではなく、子どもの実態に応じた授業づくりをいつも考えて、独自で、子ども

の喜ぶ授業を行っていく姿勢でやってきたが、改めて、そのことを確信し、嬉しくなりました。

やはり、我慢して(させて)授業を受けさせるのではなく、眼を輝かせる楽しい授業を組み立

てていきたいと思います。

0まず教師が教材を読み分析することが大切だということを再認識した。

or子どもにどんな力をつけさせたいかJ考えて、教材研究を進めることを心がけたいと思う。
O学年で教材研究を深めたことが、児童の『書く」の意識につながったと思う。

0子どもにさせる作業を予め教師自身がやってみる、その上で見通しをもち授業に臨むというこ

とは、大変納得のいくことで、そのように心がけている

o r子どもにさせることは、教師自身もやってみるJというきみ子先生から学んだ教材研究をも
とに、書き込み等をやって気づいたところ(子どもが顕きそうなところ、迷うだろうところ、
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発問したいこと、確認すべきところ等)を意識して、授業を進めることで、学習の定着が図ら

れ、分かりやすい授業になっていくと感じた。

0子ども自身が学ぶ目的が持てるように、教師がどう発問するかを考えるようになった。初発の

感想から疑問を持たせて子ども自身で答えを導きさせる流れをつくることで、学習に対しての

意欲が見られるようになった。

0きみ子先生の指導助言の「発問の工夫Jは大変参考になった。

0なんとなくやってきた初発の感想の重要性を知り、それを意識して単元全体を進めるようにし

た。「教えたいものを学びたいものへJというレベルには至っていないが、やらされている学

習から児童の意欲的な学習へ変化してきたことを実感している。

0児童の知りたいこと、やってみたいことなどをもとに学習のめあてを立てること。

0板書の工夫、ノートとの連動を考えることで、子どもがノートをまとめることにも慣れ、授業

の流れが見えるようになっている。

0説明文を書くというゴールを児童に知らせたことにより、教師も見通しがもてた。

0読みの学習では、考える場面にベア学習を多く取り入れるようにすると、一人では見つけられ

ない考えを出してくれた。学び合いをこれからも研究したい。

0言語力をつける基礎的な三点セットで、 f1音読Jf2視写Jf3書き込みJを教えてもらい、

早速取り組んでみた。視写をするとき、説明文で順序を表す言葉等に気をつけて書くようにし

た。児童の中には、日記にも、視写(写本)が楽しかったと書いている児童がいた。また、 7

ページほど視写をして自信を持って授業に臨む児童が増えてきた。

0一入学びを通して、自分で学習を進める力が必要であるということ。

津覇小の教師の記述式の感想、を見ながら感じたことは、どんなにベテランの域に入っても他人か

ら素直に学ぼうとする先輩教師の姿は、若い教師に図り知れない大きな影響力をもたらすことを実

感した。それが、学校の学ぶ雰囲気を作りだしている事のひとつでもあることを学んだ。

また、教師は「常に学び続けなければならないJと言う言葉があるが、互いに学び合う仲間の中

でより大きな効果を生み出すことも分かつた。そして、それが結果として子どもに表われている。

さらに、どの教師も「授業力向上」を目指していることは当然であるが、教材研究の仕方等を獲

得すれば指導書等に頼りっきりにならずに、自らの力で自の前の児童の実態に即した授業がどんど

ん展開されていく事実を目の当たりにすることができた。

なお、筆者が「津覇小に出向いてどのような学び合いをしたかJの概要については、本稿最後の

「添付資料③Jを参照頂きたい。

6.津覇小の校内研究の成果と課題から

(1 )成果

① 琉球大学と連携して授業改善を行うこと

により、深い教材理解、確かな指導法など

の、教師の授業力の向上につながった。

② 系統性を意識した教師の授業力の向上が、

児童の書く意欲、書く力を高めることにつ

ながった。

(2) 課題

① 基礎的・基本的な知識・技能の定着とそ

れらを活用する力の育成

② 他教科や日常の書く活動に転移できる書

く力の育成

(3) 対応策

① 授業力向上の取組を継続・充実させるた

めの授業力診断シートの活用
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② 形成的評価を生かした漢字指導、漢字力

や書く力につながる日記や家庭学習などの

課題設定の工夫

③ 全教科等にわたる、伝え合う活動や書く

活動の設定、指導の改善・充実

上記の校内研究の成果と課題、対応策は津覇

小の教師同士の研究のまとめから抜粋したもの

である。

日々の授業の中で手応えを感じ、児童の確か

な変容を認めながらも、課題は残っている。

課題の中でも漢字力等の言語事項は継続して

取組む中で身につけなければならないものであ

る。これを含めて書く力である。これらの力が

他教科に転移していくための取組がこれから始

まることだと思う。

7.学び合い・高め合う授業の要件等
これまで、津覇小の日々の出来事や学校長の

経営ビジョンや校内研究体制づくり、津覇小の

活動の実際、アンケートの結果、諸調査の結果、

校内研究成果と課題を振り返りなどを記してき

た。その都度、私自身に見えてきたことを記載

してきたが、教師同士の学び合い、高め合う授

業づくりの要件や関係性について再度まとめて

いきたい。

(1 )子どもの課題、教師自身の課題を全教師が

真撃に受け止め、実践につないでいく。

一人一人の教師が校内研究授業が何のために

あるのか、誰のためにあるのか、教師としての

自分の課題は何か、自分の課題を解決するため

にはどうすればよいのか。目の前の子どもにつ

けてやりたいことは何なのか等を真撃に受け止

めて日々の実践に向かっている事実を見ること

ができた。前半に津覇小の「当たり前の事実j

として記載してきた「教師全員で学ぶ教材研究

の仕方Jで私が驚いたことの裏には、上記のよ

うな教師の思いや考えがあったのである。

また、校内研修を終える度に研究主任から配

布される「校内研究通信Jは、自分違が行って

いる日々の活動を全教師で振り返り、学んだこ

とは何か、次の課題は何か等を示してくれる羅

針盤のような大切な役目を果たしていたと思う。

同時に日々行っている実践の手立ての有効性や

児童の変容等の新鮮な情報をも直に伝えている

ので、互いの実践を共有し交換し合う場が自然

に設定されたと考える。それが、学校全体で取

り組む課題を明確にし、ベクトルを一つに向け

て全教師で学び合い、高め合う授業づくりに繋

がっていったと捉えている。

(2) 校内研修は『やらされるJものではなく、

教師が主体的、自律的に取り組み、協働で改

善を図っていくものである。

津覇小の教師に共通していたことは、いつも

謙虚な気持で子どもや同僚に学ぶ姿である。自

分では分かつているつもりでいても、子どもや

同僚に学ぶものは結構大きいものがある。教材

研究の仕方など知っていると思っていても、や

ればやるほど奥が深いことに気づくものである。

多くの教師がそのことを踏まえて研修会に臨ん

でいた。教師自身の課題が明確になっているの

で、誰かに校内研究をやらされているという感

じではなかった。

先述したように研究授業を終える度に、授業

を参観する視点が鋭くなり、発言にも各自の実

践と結び付けながら具体的なことを述べるよう

になっていった。このように教師一人一人が心

を聞き、自分の実践を気軽に公開しあえる関係

性を築いていったことが大きな成果に結びつい

たのだと思う。

また、校内研究を「苦痛なものJとせず、ま

た、マンネリ化せず、「授業の本質」をしっか

り捉えて自分達のための校内研究を行ったこと

に意義がある。

このように教師が意欲的に学び、子どもの思

いや考えを受け止め、楽しい授業づくりに挑戦

していったことは、子ども自身にそれが伝わり、

子どもの変容に大きく繋がったと捉えている。

教師が協働で授業改善を図っていく事実に出会

えて幸運だったと思う。
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(3) 自らの実践に手応えを感じ、児童の変容に に設定されることは、とても貴重なことである。

気付き始めると教育活動がレベルアップする。 お互いに学び合い、高め合う授業づくりの大事

みだしのことは、教師の手立ての「有効性の な要件の一つだと捉えている。

キーワードJや「子ども遠の作品j等を考察す

る中でも既に述べてきたことである。津覇小の

取組は、教材研究の中から生み出した「表現の

型Jのみに終わっていない。先述したように全

校的な取組が増え、教育活動がレベルアップし

ている。そのことが系統的な指導に繋がり、全

校児童の書く力を確実に向上させていった。そ

れにつれて教師のモチベーションも上がり続け

たのである。

教師の週案にも記載されていたように、手応

えを感じているからこそ、意欲的に次の取組に

挑戦しようと努力するし、教師自身も子どもと

同様学び手の一人として成長することに喜びを

見出していくのである。

最初から「あれもこれも計画にいれようJと

せず、まず、授業づくりの基本的なことから一

歩一歩積み上げていったことが教育活動のレベ

ルアッフ。に紫がったと捉えている。

日々の実践の地道で小さな手応えの積み重ね

が、やがて児童の大きな変容に繋がることを全

教師で共有したことは大きいと思う。

(4) 児童も教師も日常的に学んだことや実践を

撮り返り、評価することで新たな方向性を生

み出す。

先述したように、子ども逮は、日常的に学ん

だことを振り返ったり、互いの作品を相互評価

したりして教師や友達、周りの方々から学ぶこ

との大切さを身につけている。

自分の作文を他人に公開し評価してもらう習

慣化をつけた子どもたちは、アドバイスを素直

に受け入れ、伝え合う力をよりいっそう高めて

いくに違いない。そして新たな目標を掲げて書

く力を付け、他教科にも転移させていくであろ

う。教師自身も子どもたちと同様、実践の振り

返りを「校内研究通信Jをはじめ週案、指導と

評価の一体化などで日常的に行っている。

このように教師同士が実践を振り返り、評価

し合って新たな方向性を生み出していく場が常

(5) チーム型で進める校内研修

先日、なにげなく目を通した朝日新聞 (2012

年12月9日(日)朝刊〉の「仕事力Jの欄の「本

気になりませんか?西水美恵子が語る仕事Jの

見出しが目をひいた。西水氏は、シンクタンク・

ソフィアパンクパートーナ一、元世界銀行副総

裁であり世界的に活躍なさっておられる方であ

る。その方の記事の中に f人間の集団や組織に

はグループ型とチーム型があり、本当に個人の

力が出せるのはグループ型ではなくサッカーな

どのようなチーム型だj と述べておられる。

チーム型の場合は「チームは目的をしっかり

と共有し、そのために一人一人がチームの価値

観と自分の役割を認め合い、状況毎にリーダー

を変えていくJrグループは、議論し結論を出
しても実行を担当者に委ねるが、チームは、議

論し結論を出したら自ら実行に移し力を合わせ

るJとあった。つまり、自分の役割を自分で切

り開いて互いに周囲を高め合っていくのがチー

ムのリーダーシップだということだった。

この記事の内容は納得することが多く、校内

研究での管理職や研究主任のリーダーシップの

とり方と重ねてみることにした。学校において

教師同士の「学び合い高め合う関係性Jを築く

ためには、グループ型よりもチーム型が望まし

いような気がしている。それは、教師聞が学び

合い、高まりあっていくためには、津覇小のよ

うに互いに目的や課題を共有しあって、いつで

も誰でもリーダーになりうる機会があることが

大切であると考えるからである。

先述したように津覇小において、校長、教頭、

研究主任のリーダーシップの取り方や職員の関

係性のあり方が「チーム型Jと重なることが多

いことを実感している。

このことは、教員を養成していく過程で大切に

しなければならない重要な視点だと思っている。

学校長をした筆者の経験から述べてみる。例

年、人事異動の時期になると校内研究を牽引す
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るエースとなる教師を求めるのが管理職の常で

ある。エースとなる教師が配置されると校内研

究は上手くいくと思ってしまう。しかし、エー

スの教師が教師集団をぐいぐい引っ張っていく

ような校内研究体制では、多くの教師の主体性

や自律性、そして協働性は育ちにくいと考えて

いる。校内研究で一緒に話し合いに参加はして

も、何かとエースの教師に頼ってしまい、一人

一人の教師の力が発揮されにくいのではないだ

ろうか。一人一人が実践の手応えを感じ、児童

の変容を全員で共有する喜びの場が少なくなる

ような感じを持っている。

9.津覇小で学んだことを大学で活かす

今回の共同研究を通して、筆者、そして学生

が学校現場の教師から学んだことは大きかった。

津覇小の校内研究授業で学んだことを講義の中

で度々伝えるように心がけてきた。 2012年11月

19日(月)に行った講義で学生の学習メモに下

記のような内容が番かれていた。

「今回の講義の中で、とても印象に残ったこ

とは、津覇小の2年生の授業づくりである。教

室をおもちゃ工場にみたて、子どもたちをその

気にさせる取組がユニークだと思った。おもちゃ

工場の社員としてお客に分かりやすくおもちゃ

の説明書を書くという設定が子どもにやる気を

起こさせると思った。子どもたちは、おもちゃ

を買う人を意識して分かりやすく書く努力をし

たと思う。今日は、教科書を教えるでなく教科

書で教えることの意味がだんだん理解できるよ

うになってきた。J

実践の具体例を通して学生は「教科書を教え

るのではなく、教科書で教えることj の意味を

理解しようとしている。

ここで津覇小の教材研究会に実際に参加した

り、研究授業参観、授業研究会に参加したりし

た学生の声を紹介したい。

m教師は、学び続けるからこそ教えることが
できる』という言葉の重みを実際に学校現場の

校内研修に参加して強く感じた。先生方は、頭

をつきあわせながら真剣に教材研究に取り組ん

でいた。学ぶためには、素直な姿勢と謙虚さが

必要であることを改めて実感した。教師を目指

す者としてそれを大切にしていきたいと思った。J

実際の学校現場の教師と関わる中で、教師と

しての姿勢や学び方を実感として受け止めてい

る。また、机上で学んだことを学校現場に出向

いて実践と結び付け、より理解を深めていこう

と努力する姿勢も覗えた。

冒頭にアドバイザリースタッフの趣旨を4点

記載したが、今回の共同研究を通して、ひとつ

ひとつの持つ文言の重みを実感した。

10. おわりに

筆者は、昨年まで38年問、学校現場に勤務し

教師の授業力向上を大きな課題として取り組ん

できた。しかし、「教師同士の学び合い、高め合

う授業づくりとは ?Jr学び合い、高め合う関
係性jについての課題は抱えたままであった。

今回、津覇小と大学との連携という貴重な機

会に恵まれ、授業づくりを通して津覇小の教師

と共に大切なことを再発見した。ここでは、

「連携を通して見えてきたことJを津覇小の校

長先生と大学側の立場(筆者)から記載する。

(1) 連携を通して見えてきたこと(津覇小の校長)

理論と実践を兼ね備えた琉球大学の先生の指

導・助言を仰いだことにより、本校教諭が以下

のように、自分たちの実践のあり方や教育観、

子ども観を見つめ直すことができた。

① 教師の取り組み課題が明確になり、教職

員の協働的関係が強化された。

② 年間を通し、一貫した指導・助言を仰い

だことにより、深い教材理解、確かな指導

法等の授業力の向上が図られた。

③ 琉球大学の先生の教材研究会における指

導・助言の下、実践することにより、「手

だてJと「児童の変容(伸び)Jを実感す

ることができ、主体的・自立的に授業改善

に取り組む教師の姿がみられた。

④ 書くことに苦手意識を持っていた児童が

「文章の書き方がわかるようになったJと

感じており、自尊感情を育むことに繋げら

れた。

-21-



このように、児童と教師の潜在能力を引き出

し、教育は共に育て合い、共に育ち合うもので

あるという学校風土づくりに大きく貢献した琉

球大学の先生にこの場をかりて感謝を申し上げ

たい。

(2) 連携を通して見えてきたこと(大学側から)

この一年間、津覇小職員と学び合う仲間の一

人に加えさせて頂くことにより、学んだことと

今後の課題について記したい。

① 学校現場における「学び合い、高め合う

教師の関係性Jや「教師同士の学び合い、

高め合う授業づくりの要件j を津覇小の職

員と共に見つけ、再確認することができた。

② 津覇小の教師の授業づくりや日々の多様

な取組、多くの貴重な資料等を頂き、それ

を日々の大学の講義で活かしたり、学校現

場の実践に学生が参加したりすることによ

り、講義が充実した。学生も机上で学んだ

ことと実践を結びつけながら理解を深める

ことができた。

③ 大学が地域の学校と向き合って連携を深

めることは、大学の教員、学生が成長して

いく貴重な機会や場が与えられていること

を実感した。より質の高い教員養成を目指

していく上で重要なことだということを学

んだ。

④ どの教師も授業力の向上を目指して日々、

頑張っておられることを感じている。この

一年間の津覇小での学びを無駄にすること

なく、新たな課題として近隣校へ波及でき

るような取組を行っていきたい。

今回は、津覇小全教職員の全面的なご協力を

得てこの実践研究を書き終えることができた。

特に、喜納校長先生、我知古研究主任には、ご

多仕にも関わらずこの実践研究の執筆にも関わっ

て頂いた。心から感謝を申し上げたい。

このような貴重な機会と場を与えて下さった

中城村教育委員会の安里教育長をはじめ喜納校

長、津覇小の全職員、「とよむネットJ関係者

の皆様に心から感謝を申し上げます。
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添{寸資料① 琉球大学との連携(地I或教育資源の活用)によるi受業力向上をめざして

1 I受業力とは

漫業力 = 子どもだちの「確かな学力」を保障する力

基礎的・基本的な知識・技能

確
か
な
学
力

知機・技能を活用して諜題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等

主体的に学習に取り組む態度

段業力の向上のために求められるのは.単に一方的lこ毅え込むのではなく.子どもたちの「学習への

関山 ・意欲を高め」ながら.r学び方を学ぱぜJr指導すべきことを指導しきる」こと。

子どもたちの確かな学力

ョ， 合 -4 
学習意欲を高める )( 学び方を学ばせる )( 指導すべきことを指導しきる
合 合 合

;受業力の向上

2 段業力を高める4つの視点

豊か1;].
子ども理解

• 

』

J
P
+
去

合
一誌



国語科を中山にした授業力を高める4つの視点の内容3 

豊かな子どち理解:目の前の子どもを豊かに理解すること

- 自分の学級の子どもにつけてあげたい力は.どんな力かを把握す
る。
・ 日Jマの慢業の中での具体的な姿を把躍する。
(学習内容の定萄度.現時点での学習の課題，顕きやすい傾向，克服

すべきこと.さらに伸ばせることなど〉

1 

深い教材理解:教科書の行聞を読み取ること

- 教材を通して育てたい力を確認する。
・ 教材そのものへの理解・解釈を深める。
〈書き込みによる自分なりの教材解釈.作品・教材としての価値(魅

力).作者や踏奮の生き方や思いや願いなど)
・ 子どもたちの視点から製材を捉えなおす。
〈密き込みによる自分なりの教材解釈など〉

・ 単元主体の指導計画を見通す。

(百億実現の順路に基づいての単元指導計画の作成〉

2 

確かな指導法:t受業展開力，慢業評価力，慢業改善力

• r育てたい子ども像」を明確にする。
(子どちの「聞いJを引き出す，一入学びの手引きをもとに学び方を学ぶ.
視写.密き込み.学び合い.表現の型を学ぶなど〉

・ 子どもたちの実態に合わせて学習形態の工夫をする。
(個に応じた指導の工夫〉

・ 子どもだちの学習意欲を高めるために発聞の工夫をする。
〈子どもの疑問や驚きを生かす.閤I~\ ・意欲を高める.言葉を引き出す.
思考を揮さぶるなど)
・ 子どもたちの学習活動を支えるために板宮の工夫をする。
(学習の流れの明示.子どちの思考の整理と方向づけ〉
・ 形成的評価で成果を確かめる。
(誤筈分析.補完指導.指導のあり方の見直し.目僚と指導と評価の一体
化.成長を認めるなど〉

3 

短
業
力
を
高
め
る
た
め
の
4
つ
の
視
点

• r学級Jを「学習集団」に高めるために.計画的・系統的に指導する。
cr話すー聞く・蹄く」ことによる相E理解.r聞く・臆く」による体験の
言語化.イメージの艦大.思警の深化.内省など〉

・ 学級集団として大切にしたいことを明確にする。
〈聞き合う.伝え合う.認め合うなど〉

・「学びのしつけ」を系統的に進める。
〈ベル席.学習準備，姿跨.発言のしかた.聞き方など〉

京都市総合教育センター資料.玉戚きみ子先生提供資料より

-24-

4 

来

高まり合う学習集団づくり:学級経営力



添付資料②平成24年度 中城村立津覇小学校

枝肉相通信 No.'7
平成24年6月25日(月〉

発行:我如古綾乃

3趨盛盤盛臨弘樹盤越櫨~
今年度第1回目の全体授業研究会が終わりました。今回は，単元目標が「感想を包く」ということで

したので.研究主題に迫る手だてとして「表現の型」を十分に活用できないこともあり.単元目標と校

内研究をどうつなげるか難レい面があったように思います。しかしながら.子どもたちは感想をよく書

いていました。研究実践を通して.子どもにも学びがあつだという事実は素直にとらえていきたいと思

います。校内研修と結びつけるには「表現の型Jの活用ち必要ですが.それ以外の「表現力を高める手

だて」の模索ち必要だと感じました。

研究は公開検証侵業一度で終わるちのではありません。一年間の継続的な研究です。 3学年は次の単
元でも横証する必要がありますい他の学年は公開慢業以外の説明文単元での償証ち必要だと思います。

一年の研究で得た成果・課題を共有いおEいに，そして子どちにも学びが得られればと思っています。
小野美先生.3学年の先生方.たいへんお疲れ様でした。他の先生方，運営面でのご協力ありがとう
ございました。

提携者&共同町究者ぬ反省 ) 

陣織者の反省|

・児宜の実態について

富くことが嫌いの子が学級の2/3もいた。理由として. r伺を書いてよいのかわからないJと答え
だ子が多かったので.書かせる手だてを者えていつだ。

. .かせる手だてについて

orワークシートの工夫」をした。富かせるのは感想文であったが.説明文と同憶に円まじめ・中・
おわり」の文章構成で書けるように枠を設け.書き始めや書き方.使ってみたい言襲などを示しだ。

O 発聞により.それぞれの観点で出たことについて言葉をふくらませ感想文に取り入れられるよう
にと者えた。

・本時について

実際は，発問の難レさを感じた。包く観点「ウィルソンさんのすごさ」の発問「ウィルソンさんは

どんな人?Jに苅し.子どもは直接的な意味をとらえていた。書く観点「ありが行列をつくるふしぎ」
では.うまく発問できす.言葉を膨らませることができなかった。また.以前とは遭う新しい考えが

出て.確かめのつもりが広がりすぎてしまっ疋。

除同研究者より|

・ その畿の指導について

o mいた感想文をグループで交流させ，評価シートを使って娠り返りをさせた。
O 評価シートについて

項目3の「自分やほかの動物と比べているか」については.人間の役に立つ「道具」とありの役

に立つ「えき」を比べて醤いている子がいた。また.項目4の「新しい言葉を使っているか」につ

いては，ウィルソンさんがすごいという表現を「勲，~\jと言い換えて表現している子がいた。

0 友達に評価してもらい.感想を宮いてもらったあとの児童の感想には. rいいところを真似した
い。 Jr友達にムをつけられて，それを直した。 Jなど，友達のよさを見つけたり，自分の作文を
准厳することにつなげたりすることができだ。

-25-



• r表現の型」の活用について
0 本単元では.説明文の読み取りの際に学習しだもの(文章の組み立て，使ってみたい言葉.順序

を表す言葉など〉を表現の型にしてまとめた。次の説明文の読み取りで.本単元を振り返るときに

活用したい。

各学年ぬゲ，ιーτ協職記録 ) 

① 授鎌仮悦の検恒

よさ 課題(疑問点)・質問

0 観点を与えることで感想が者えやすくなって - 導入が長く.子ども同士の話し合う鑓が短
よかった。 かつだ。交流ができるようにしてほしい。

0 観点を全体で確認したので.使いたい言葉.新 • “話し合う揚"とは.教師との話し合う揚
しい言葉を文の中に取り入れることができた。 なのか?

0 観点について話し合う揚で.多くの意見を出さ - ワークシートは.第一教材の「イル力のね
せることで，子どもの害えを広げることができて むり万」のj受業でも使っていたようなので，

いた。 書き方はわかっている子が多いようであった

0 ワークシートの活用により，感想をすぐ(短時 が.実際にワークシートの株を児童が活用し
聞で〉書けていた。 ているかどうかは，損業参観だけではわかり

0 文章の構成・観点.つなぎ言葉などがおさえら にくかった。
れていたのでよかっだ。 - 子どもが言葉をI曽やせていなかったのでは

ないか?

② 子どもの聾(密書〉

よさ 課題(疑問点)・質問

0 発表をする子は全員ではなかったが.他の子ち - 例文を使わす，困っている子がいだ。ワー
しっかりと友だちの発表を聞いていた。 クシートの例文の使い方は指導レていたの

0 おEいに自分が伺を書くのか話すことができ か?それを使えば書けそうなのに困ってい

ていた。 た。

0 ワークシートの手だてがあつだから，文章の苦 - 型を参考にしない子ちいるので.いい子の
手な子ち書いていた。 例文を始めに板奮して示すのはどうか。

0 自分や他の動物と比べている子，新しい言葉で - 主述のしっかりした分ができていない子ち
表現している子ち多かった。 いるので，主述を押さえた上で新しい言葉を

0 自分が読んだことのある本と比べて書いてい 取り入れるとよいのでは?

る子ちいた。 - 子どもが受け身の時聞が多い気がした。同
0 観点に沿って作文が醤けていた。 じ子がすっと発言していたように感じる。

O わからないところは質問し.一生懸命書くこと - 子どち同士のキャッチボールをさせてもよ
ができていた。 かった。

0 自分の者えだことや思ったことを書けていた。 - ワークシートの3つのまとまりの内容が全
0 活発な意見が出る雰囲気ではなかったが，よく て同じような内容になっている児童がいた。
者えて慢業に参加していることが書いている文

章の内容でよくわかった。

0 ふだん書けない児童が書けているというのは
すばらしいと思う。

」ー

2 



③ 教師の手だて

よさ 課題(疑問点)・質問。「使ってみたい単語Jr文」などを示したこと - それでも書き出すことができない子に苅レ
で.感想文が普きやすくなった。 て.書き出しの文を書き加えたワークシート。「ありについてJrウィルソンについて」の感 を工夫しでもよかったのかな?
想が選べるような形にしたのはよかった。富きや - ペア学習の様子が見えなかった。どのよう
すいと思う。 な指導をしているのか教えてほしい。

0 指導案のアンケート結果の分析が細かく.児童 - ペアで意見交換の盛り上がりがあるともつ
の様子が伺える。 といいのでは。。「むれ」という言葉を「スイミー」から出して - 子どもの声が出ないとき，グループやペア
いることこら.2年での学習の方向性が見えてき で話し合った内容が全体の揚で出てくるよう
た。 にできれば・・・。

O 感想文を醤く前に. rイル力のねむり方」の感 - 理解の怪い子には時間的に長かったように
想文を紹介し.表現の工夫を確認していたところ 思う。始めに「イル力のねむり方」の作文例

がよかった。子どもの変容につながった。 や他の児童の作文例を紹介して醤く観点を確

0 子どもの壱え.つぶやきをだくさん引き出すこ 認してもよかったのでは?
とができた。板宮で残しているのでよかった。 - 前時の振り返りはあった方がよい。
0 机間指導で書けない子への曲言を行えていだ。 - 導入を少し絞れでもよかった?
書くことが止まっている子や書く内容が逸れて - 話が広がりすぎたかな?rスイミー」や「イ
いる子への配慮がよかった。 ル力のねむり方」など。

o rイル力のねむり方」の感想文の大きな見本が - 富く観点の「ありが行列を作るふしぎ」と|
あり，子どもたちはわかりやすかったように思 「ウィルソンのすごさ」を行ったり来たりし

つ。 て感想をまとめる順序にもあまり沿ってい|

0 全文の拡大コピーで授業の後を残しているの なかったように思えたので富きにくそうに感

でわかりやすかった。学年でも取り入れたい。 じた。

その他

Orイル力のねむり方」を学習し始めたときからの子どもの蛮容を知りたい。
0 感想文を書くのにも当てはまるように.表現の型をうまく活用した授業をどうすればいいか。
0 校内研でつけたい力は「表現の型を使って感想を雷くJなのか?r表現の型を使って説明文を書
く」なのか?

O 指導案に時間配分があれば…。

指噂助富(王様§初予先生>l

限黛研究の視劇

Ol受業研究の視点は「子どもありきJ。大事なのは.目の前の子に即していること，目の前の子が

楽しく冨けること。 r型」はあくまで手段。 r型」に即してやることが目的ではない。
陣覇小の枝肉研修のよさ|

① 学校全体で子どもの実態をよく把握していること

② どんな手だてで子どもに力をつけたいかということを系統立てて壱えていること

③ 子ども主体の取組にしていること

④ 多くの先生が積極的に“自分事"として慢業に参加していること

3 
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|『表現の型Jのもとになる田中縛之先生の著書の光る官事|

O 学習の補助輸として「型」を取り入れる

0 型は学力を保障し.表現は個性を保障する

O よい書き手.よい読み手を育てる

指導震について|

0 実態が把握されている。

0 学校全体として，研究の筋道が立てられている。

0 校長の学校経営と研究主任の壱えがつながっている。

0 型を取り入れた田中博之先生の教えを参考にしている先進的な取組である。

|鵠明文の学習の目的l
①「何が書かれているか」を読み取ること

②「どのように冨かれているか(筆者の書きぶり)Jを読み取ること

陣時の授鍵について|

・良かった点。板書計画とは遣う形で兜輩の思警を広げていつだ。子どもを大切にしている発問であった。
0 明確な活動の目的を達成さぜるためには小さい日奇から.ウィルソンのようにふしぎを追うことの

大切さを教師が伝えることが大切〈本時はしっかりと伝えていだ)。

o r命を守る行列」という児童の発言は，これまで教師が指導してきたことがうかがえる発言であ
った。 r

| 命のつながりを害えさせることができる
・甥題 L一一」;
0 児童の発言「命を守る行列Jをもっと広げるべきであった。

→ 「あなたすごいね!具体的にはどうすることだと思う?Jと発問したら

“工サをみつける"“仲間を昭，5，"“おしりからえきを出す"“においを出す"…と広がる。

O 教材を遇レて.他の動物はどうかな?と発展させていく。

0 教師が児童のつぶやきを生かいウィルソンさんの大切さを粘り強く出させたことから.その人

となりが引き出されだ。しかし，一時間もありを観察した児童に，観察してどうだつたかを聞いた

方がもっと広がつだ。

0 内容を遇してどんな力をつけていくのか。

→ 「ものの見方・者え方を広げていくJ r自分の生き方につなげていく」
o (実験や研究を繰り返した〉ウィルソンのすごさは.教材文を辿っていくと出てくる。
→ はじめに.次に.それから

0 ペ?学習は者える活動のときに仕組む。
|きみ子先生の資料より|

0 言語活動を取り入れた慢業づくりを目指す掲合.活動の目的を明確にいそれを達成させるため

の学習計画を立てることが大切(p1)。

0 説明文教材で「書く活動」を取り入れることで.わかりやすく伝え，納得させる力を育てる(p3)。

O 書くことの意欲を高めるために，感想を書くことで終わらせるのではなく，毘虫クイズ〈資料:

昆虫クイズ〉などでもっと興味をもたせ，図鑑作りにつなげていく方法もある。

0 ワークシートち段階的に工夫するといい。それでも書けない子には個別指導を。

O 学び合い(交流の揚〉があることで.思壱力・判断力・表現力が育成される。

o r一人勉強の手引き」を津覇小の子の実態に合わぜて変えながら使ってみては。

4 



帽導計画全体のIJMについて|

0 児蛮の初発の感想に出てくる，子どちの続聞や出した課題から学習課題を決めて段;蓄を読み取ら

せることが大切。

→ r(教師が)教えだいこと」とf(子どもが)学びたいこと」をつなげる。そのだめには.子ども

の聞いを大事にする，聞いを生かすこと。

|きみ子先生の総記帳より|

o r学15iJとは. rやり方がわかるJ r答えがわかる」ことだけではなく. r今学んでいることの
な昧が子ども自9にわかることJ rなるほど.こういうことかとつぶやきが出ること」。
O 子どもが主体的に学ぶ疋めに，子ども自身の「聞い」がどれほど霊要な怠昧を持っているか。「問

しりがないところに追求はない。
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添付資料③

2012年度 大学が津覇小学校との校内研究で連携した主な取組

日時 対象者 主な内容 場所

4月の春
校主長任先、年現生の研学、究年前主研代任究表、

2012年概度の学校校内経研営究ビジョンと校内研究のテーマ
琉玉室城球研大学究 I 休み 研究の要 体制等について、校年長や研究究主

任進か方ら詳しく説明を受合けた。行その後、一 聞の研 の授業3者年 めについて話しいをった

4月 13

他3校2学学0長名年年、程のの研度教メ究師ン主バ任ー し3①②て学授指い年業導く改1帯1方替や『訟あと赤のり教本説の材を明行解見と列釈ずワ」のにー光意教ク村義師シ図に自ョ書つ身ッいのプて力をで行教う材。解釈を
日 16:00 3 年の
......... 17:30 教

6月 5日
研34学究名年主任担任

①② 討校内研究授業全体会(中学年)にむけて指持案の検
津樹学室小16:00 ......... を「イ行ノ・う。 3 年の

17:00 レカのねむり方」の授業実践から『ありの行列」 教

にどう繋とげていくかこ。と
③立読むこ から型書く へ繋げていくための教師の手
てについて: の活用について

6月 14 全教職員対象
校g③研内第校研究内3学授全年業究体究光授村業図研書究3会上 {『中あ学り年の}行列の指』導の授助言業参観 津教3室覇学4 、日 13:55 年の

........ 16:45 についての指導助言
研 の進め方についての感想等

8月 29 研6学究年主任担任、
①校教材教材材解内教研名釈科の究授「鳥業IL'全獣に体戯行会 (伝読高を学年)の教材研究会 琉教室材球大分析学日 14:00
教 中 画。を統む的J言語文に関る新し'" 18:00 4名
い 鵡関をみ取学り、読うみ どのように化書くへわ無げるか
② 連習について

10月 9
研4学4究名年主担任任

①② 説「f校仕ア明内事ッ文研プリで究ーと学隣ルフん学ーレだ年ズッこ研でトと究伝jを会えを書に作よく成むう力』けしへててを結教読いび材むくつ研のたけ究教める会材の手解方立釈法て
津学室覇小日 15:30 4 年の

........ 16:45 教 1

10月 25
6学究年主担任教任頭 ①②観手校一立第内入研学究授年業「に猷向舷けての一入学びの授業づくりを参 津靭学室小日 13:55 6 画をむJ 6 年の

...._ 16:45 研校他数長、名 学等びの仕烏方から学び合読いの授業に繋げるための
校教長室てについて

11月 2 全教職員対象

校g③研内第講研究話6授学全年業『言体に語侵つ光活業村い動研図ての究書の充会指6実年導』(高助に『学鳥言つ年獣い}戯ての画指を導読助む言」 津覇学室小日 13:55 6 年の
....... 16:45 教

11月 6 研2学究年主担任任
①@教光校材村他名図教内研書科「究し止2か授の下け業の関カ全教連ー材体に会解おドの釈け(作低る学り書方年くJ)活「動におむのも取けち組てゃのにの教つ作材いり研て方究J 

津校覇Z小学室分年日 15:30
........ 16:45 4名 の教

I1月 16 全教職員対象
津校羽2小学実分年日 13:55

校①②@題業内第参全講の研観体焦話2学点協全年議化「体教会}授』材光で業に研村の研つ究指図究いの書導会て仕助2方言{下低{学『一お年入も}学ちのびゃ指、の導書作助きり言込方』 の授........ 16:45 の教

み、課

その他に 校主任長、、 教教頭諭、研究 ①②授学業力づ上くり策について 校長室
数問 向対の取組について等 玉城?究
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